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Ⅰ 事業計画の総括（事業方針と重点項目） 

 

総括 

 

2023 年（令和 5年）度、2024 年(令和 6年)度と、2 期連続で黒字基調を継続できたことにより、2025

年（令和 7 年）度は、職員の基本給の引き上げ等の処遇改善を図るとともに、更なる経営状況の安定化に向け

て取り組んだ。 

介護保険事業（訪問介護事業、通所介護事業、居宅介護支援事業）並びに障害者総合支援法による事業等の

収益事業が前年度の収支実績を下回ったものの、事業全体の収支差額は、過去 2 年間に引き続いて黒字を確

保することができた。 

対前年度比で収支差額を下回った理由としては、介護保険事業において、それぞれに人員体制上の問題や、

中・重度利用者の減少に対して新規利用者の確保が追い付かなかったことが挙げられる。そして、それ以上に

深刻な課題となっているのが、ホームヘルパーをはじめとする介護人材の確保が益々困難となってきているこ

とにある。 

こうした中、一昨年 7 月に発足した「宇治市高齢福祉事業者等協議会」において、公社が事務局の役割を担

いながら、関係法人との定期的な意見交換を重ねる中で、課題となっている福祉人材の発掘や育成等について、

宇治市と共に各法人が連携して取り組むことにより、今後その対策の具現化が講じられていくことが期待され

ている。 

また、2023 年（令和 5 年）度から 5 カ年を計画期間とした「中期経営戦略計画」の中間年にあたる本年度

は、計画の中間総括を行い、新たに発生した課題等も踏まえて更新計画を策定し、残りの 2 年間を本計画に沿

って取り組んでいくこととした。計画の重点項目として掲げる事業や、財務運営上の達成すべき数値目標、経営

指標の改善目標である人件費率等、厳しい中でも役職員が一丸となって取り組み、計画上設定した目標につい

ては達成することができた。 

 

重点項目実施状況 

 

20２５年(令和７年)度の重点項目については以下の通り取り組んだ。 

 

１． 宇治市の協働パートナーとして地域福祉の推進に寄与し、公社の存在価値を高める取り組み 

 

① 市内在宅保健福祉サービスを手掛ける先駆的な法人として、「利用者本位のあたたかいサービスの提供」を

実行する。 

 

【結果】 

・方針説明会開催による事業方針の周知と、倫理規則の再徹底 

・月 2回の経営会議、月 1回の部門毎の係長会議の開催によるサービス品質の向上 

 

② 指定管理を受けている地域福祉センターを活動拠点として地域住民から公社は地域になくてはならない存

在であることをアピールするため、関係団体との協働による地域密着型事業の取り組みを行う。 
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【結果】 ＊各事業所の地域密着型事業の取り組み状況 

事業所 取り組み内容 

中宇治事業所 

・「地域元気博」の開催（11 月 2日） 

・地域の環境美化活動（ガーデニングボランティア、宇治支援学校の生徒によるガー

デニング活動への協力） 

・専門職の講師派遣 

西小倉事業所 

・西小倉民生児童委員協議会主催の輪投げ大会への共催（6月 14日） 

・南小倉小学校5年生を対象としたデイサービス利用者交流事業と出前講座の実施 

・認知症事業で収穫した「万願寺唐辛子」の販売 

・地域から依頼を受け「介護教室」を実施（10月26日） 

・「にしおぐら deおさんぽラリー」の開催（11 月 9日） 

・西小倉自治連合会の新春祝賀会への参加（1月 17日） 

・南小倉小学校5年生40名との交流会を実施（3月 5日） 

東宇治事業所 

・映画鑑賞会の開催 

・健康マージャンの開催 

・「ぽっぽフェスタ」の開催（11 月 2日） 

・同志社女子大学から教職課程の実習生、木幡中学校より職場体験学習の受け入れ 

・防災セミナーの開催（12月 14日） 

・地元自主防災会と共同で非常災害訓練を実施 

広野事業所 

・大開学区福祉委員会の配食事業に職員を派遣 

・広野中学校生徒会の福島ひまわり里親プロジェクトに参加 

・スマートフォン講座中級コースの開催 

・城南荘木曜カフェに講師派遣（8月、12月） 

・地域住民と共に非常災害訓練を実施（11 月 17日） 

・コミュニティカフェ 2025の開催（12月 21日） 

・「居場所づくりをすすめる会」の発足 

 

③ 宇治市の協働パートナーとして宇治市担当課との定例協議を継続し、宇治市の介護保険等の施策に対して

専門セクターとして各種提案、提言を行い、宇治市と共に取り組む。 

【結果】 

・宇治市長寿生きがい課及び介護保険課と定例協議を毎月開催 

 

④ 宇治市高齢福祉事業者等協議会の事務局としての役割を果たし、介護福祉業界の共通課題に対し関係法

人等との連携により取り組む。 

【結果】 

・協議会設立 1周年記念事業「うじのふくしで働く人・展」を開催（7月 31日） 

・京都福祉専門学校のウエルカムフェアへの参加（11 月 15日） 

・宇治市役所での「うじのふくしで働く人ロビー展」開催（12月 15日から 19日） 

・先進施設視察研修の開催（1月 19日 大阪府堺市のハートビアさかい） 
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２． 介護保険事業等の収益事業の安定化を図る取り組み 

 

① 介護保険等改正の内容を踏まえて法令遵守に則りつつ、利用者ニーズに的確に応えていけるよう柔軟な 

発想でサービス提供を行う。 

【結果】 

・サービス種別毎に係長会議を毎月開催 

・京都府、宇治市からの運営指導の受け入れ 

 

② 安定経営と処遇改善を両立するために、安定した収入を得られるよう、事業毎に達成すべき数値目標を設

定する。 

【結果】 

・月 2回の経営会議と月1回の係長会議開催による経営状況の見える化 

 

③ 公社人材育成計画に則り、公社で働く職員が各々の専門性を遺憾なく発揮し、自信を持って業務に当たれ

るよう、社内教育・研修に取り組む。特に新人育成についてはメンタルヘルス対策も含めて万全を期する取り

組みを行う。 

【結果】 

・年間の研修計画に基づく社内研修の実施及び必要な外部研修への職員派遣 

・新人メンタルヘルス研修を実施（7月・11月） 

・ケアマネジャーの更新研修やサービス提供責任者の現任研修を受講 

・スキルアップ研修としてサービス提供責任者に「相談支援従事者（初任者）研修」を受講 

・介護福祉士国家資格取得受験対策講座を開催 

・管理・監督者研修として介護労働安定センターに委託し、5回シリーズの「NVC研修」を実施 

 

３． 中期経営戦略計画期間中(2023年度～2027年度)における重点施策への取り組み 

 

① 障害者サービスの事業拡充について（ヘルプサービス係・障害者相談支援センター係） 

昨年度実施した市内障害者相談支援事業者への聞き取りや障害部門における経営分析を踏まえて、引き続

き障害者サービスの事業拡充のために必要な体制整備を図るよう努める。 

【結果】 

・居宅介護支援事業所、障害者相談支援事業所を対象に公社訪問介護サービスに関するアンケート 

調査を実施（回答率53.6％） 

・サービス提供責任者を対象に、外部講師を招き研修会「コミュニケーションについて考えてみよう」 

を開催 

・市内法人が実施する「訪問援助サービスのこれからを考える」シンポジウムにパネラーとして参加 

 

② 居宅介護支援事業所の拠点集約化について（ケアマネジメント係） 

拠点集約化にあたっては市民の利便性を考慮し、いわゆるサテライト方式を中心に検討を進めてきたが、こ

れに関わらず今後の居宅介護支援事業及び介護支援専門員の動向を見定めながら、拠点集約化の方法につい

て検討し、許認可権をもつ宇治市と引き続き協議を行う。 
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【結果】 

・2026年（令和8年）4月 1日での事業統合を行った。 

 

③ 効率的で実効性のある組織の再編について（事務局総務係） 

総務係の人事配置を改めた上で、これまで事務局総務係内のプロジェクトで整理された課題に沿って引き続

き業務見直しを行う。 

【結果】 

・ICT等の展示会に職員派遣 

・宇治市高齢福祉事業者等協議会主催の先進施設視察に職員を派遣 

 

④ 多様な働き方と定年後の再雇用について（経営会議） 

正規職員の定年延長については方向性が示されており、今後は65歳定年後の働き方や、75歳以降の継続

雇用の在り方について、職員の確保、定着と併せて年代ステージに応じた、安心して働き続けられる労働条件

等の整備を図る。 

【結果】 

・これまで70歳までで雇止めとしていた事務職、サービス提供責任者について７８歳までの就労 

を可能とする規定の改正 

・定年を63歳とする就業規則及び関連する規定の変更 

・再雇用契約職員の雇用終了年齢を65歳から 66歳に引き上げの実施 

 

４． 働きやすい職場環境づくりの更なる取り組み 

 

① 「働きやすい職場環境づくり委員会」を中心に、ハラスメント防止に資する取り組みに重点的に取り組む。 

② 職員間の円滑なコミュニケーションを図れるよう、「ES 向上委員会」活動の充実や、職員の人権意識の高揚   

を目的とした研修の開催等に取り組む。 

③ 引き続き業務省力化、改善のための ICT 活用、介護機器導入について情報収集を行い、国の補助事業等  

を活用し、必要な機器等の導入を図る。 

【結果】 

・業務改善や ICT活用にかかる展示会への職員派遣 

・ハラスメントに関するアンケート調査を実施 

・職員間の交流を促すランチ企画、ギフト企画の実施 

 

部門別重点項目 

 

① 介護保険部門 

「中期経営戦略計画」に位置付けられた、介護保険事業各部門において掲げられた目標及び年度毎の達成目

標の完遂のため、各々必要な措置を講ずるとともに、半期毎に成果を検証する。 

【結果】 

・月 2回の経営会議と月1回の係長会議の開催、及び毎月のマンスリーレポートの発出 
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② 障害者総合支援法部門 

ヘルプサービスにおける介護保険と障害者総合支援法のサービス提供割合（目標値）を定めて、障害サービ

スの供給量を増やすことで、障害サービス事業の拡充を図る。そのために引き続き障害サービス専従のヘルパ

ーの確保についても努める。 

【結果】 

・居宅介護支援事業所、障害者相談支援事業所を対象に公社訪問介護サービスに関するアンケート 

調査を実施（回答率53.6％） 

・サービス提供責任者を対象に、外部講師を招き研修会「コミュニケーションについて考えてみよう」 

を開催 

・市内法人が実施する「訪問援助サービスのこれからを考える」シンポジウムにパネラーとして参加 

 

③ 宇治市からの受託事業部門 

宇治市の協働パートナーの立場を具体的に示す事業として、地域包括支援センターや介護予防事業をはじめ

とする市委託事業の受託は公社の活動拠点である地域福祉センターの指定管理の維持継続も含めて重要な事

業である。よって、中・長期の視点に立って担当課と定期的な協議の場を設定し、専門セクターの立場から積極

的に市に提案を行う。 

【結果】 

・宇治市長寿生きがい課と介護保険課と定例協議を毎月開催 

 

④ 公社独自事業部門 

人材確保が困難を極める中、「ほほえみ介護塾」は重要な事業であり、引き続き質の高い研修が提供できる

よう講師育成にあたり、ケアワークの技術の向上を図る。 

その他、介護保険外サービス（ほほえみサポート）については昨年度の計画で派遣体制の見直しを謳ったが、

当面の間、これまでの派遣体制を維持する。 

【結果】 

・最少催行人数の4名に達し開講（10月から2月まで） 

・ほほえみ介護塾は受講者4名が修了し、うち 1名がアルバイトとして入職 

 

⑤ 事務局総務部門 

「中期経営戦略計画」に位置付けられた事務部門の課題解決に向けて、先ずは人事労務・給与・財務等の事務

作業の効率化、処理能力の確実性を図るための業務見直しに努める。 

併せて公社事務部門の、業務手順や経験の継承を中心に事務職員の育成にあたる。 

【結果】 

・ICT等の展示会に職員派遣 

・宇治市高齢福祉事業者等協議会主催の先進施設視察に職員派遣 
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Ⅱ 理事会・評議員会等開催状況 

 

（１） 理事会開催状況 

 

第 94回 理事会 [2025年（令和 7年）5月27日開催] 

議案第 1 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2024年(令和 6年)度事業報告書(案)」について 

議案第 2 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2024年(令和 6年)度決算報告書(案)」について 

議案第 3 号 「定時評議員会（第 34回評議員会）の招集及び提出議案」について 

報告第 1 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 2 号 「2024年(令和 6年)度 下半期事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 3 号 「2025年度 夏季賞与、特別賞与の支給」について 

 

第 95回 理事会 [2025年（令和 7年）6月20日開催]  

議案第 4 号 「代表理事(理事長)及び副理事長並びに専務理事」の選定について 

議案第 5 号 「参与の委嘱」について 

議案第 6 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程の一部改正」について 

議案第 7 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 公印規程の一部改正」について 

報告第 4 号 「宇治市全員協議会での公社への質問内容」について 

報告第 5 号 「第 5期一般財団法人宇治市福祉サービス公社 人材育成計画」について 

 

第 96回 理事会 [20２５年（令和７年）８月１日開催] （みなし理事会） 

議案第 8 号 「第 35回評議員会の招集及び提出議案」について 

 

第 97回 理事会 [20２５年（令和７年）８月８日開催]  

報告第 6 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 7 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2025 年(令和 7 年)度第 1 四半期事業実績報告」

について 

報告第 8 号 「宇治市出資法人自己評価報告書」について 

 

第 98回 理事会 [2025年（令和 7年）９月５日開催]（みなし理事会） 

議案第 9 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

議案第 10 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 支援員等の雇用に関する規程」の一部改正について 
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第９９回 理事会 [2025年（令和 7年）11月 4日開催] 

議案第 11 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員就業規則」の一部改正について 

議案第 12 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員給与規程」の一部改正について 

議案第 13 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員退職金規程」の一部改正について 

議案第 14 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 契約職員規程」の一部改正について 

議案第 15 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

議案第 16 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 中期経営戦略計画更新計画(案)」について 

報告第 9 号 「理事長等執務動静」について 

報告第 10 号 「2025年（令和 7年）度上半期決算」について 

報告第 11 号 「2025年（令和 7年）度上半期事業報告」について 

報告第 12 号 「2025年(令和 7年)度上半期事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 13 号 「冬季賞与の支給」について 

 

第 100回 理事会 [2026年（令和 8年）1月 29日開催] 

議案第 17 号 「一般財団法人宇治福祉サービス公社 職員就業規則」の一部改正について 

議案第 18 号 「一般財団法人宇治福祉サービス公社 職員給与規程」の一部改正について 

議案第 19 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 パートタイマー等規程」の一部改正について 

議案第 20号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 支援員等の雇用に関する規程」の一部改正について 

議案第 21 号 「定年退職後再雇用者の基本賃金格付け及び賞与の支給に関する取扱要項」の一部改正について 

議案第 22号 「第 36回評議員会の招集及び提出議案」について 

報告第 14 号 「理事長等執務動静」について 

報告第 15 号 「2025年（令和 7年）度第 3四半期事業進捗状況」について 

報告第 16 号 「2026年（令和 8年）度事業計画・予算編成方針」について 

報告第 17 号 「居宅介護支援事業所の統合」について 

報告第 18 号 「令和 7年度介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援事業を活用した処遇改善」について 

 

第 101回 理事会 [2026年（令和 8年）３月２７日開催] 

議案第 23 号 「西小倉事業所ケアマネジメント係の廃止」について 

議案第 24 号 「福祉情報センター係の廃止」について 

議案第 25 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2026年(令和 8年)度事業計画書（案）」について 

議案第 26 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2026年(令和 8年)度収支予算書(案)」について 

議案第 27 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 事務局組織規則」の一部改正について 

議案第 28 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 職員給与規程」の一部改正について 

議案第 29 号 「一般財団法人宇治福祉サービス公社 職員職名要綱」の一部改正について 

議案第 30 号 「一般財団法人宇治福祉サービス公社 委員会等設置要綱」の一部改正について 

議案第 31 号 「一般財団法人宇治福祉サービス公社 自主サービス実施要綱」の一部改正について 

議案第 32 号 「管理職の異動」について 

報告第 19 号 「理事長等執務動静」について 

報告第 20 号 「2025年(令和 7年)度決算見込み」について 
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（２） 評議員会開催状況 

 

第34回 定時評議員会 [2025年（令和7年）6月 20日開催] 

議案第 1 号 「理事の選任」について 

議案第 2 号 「監事の選任」について 

議案第 3 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2024年(令和 6年)度決算報告書(案)」について 

議案第 4 号 「評議員の選任」について 

報告第 1 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2024年(令和 6年)度事業報告書」について 

報告第 2 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 3 号 「2024年（令和 6年）度下半期事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 4 号 「2025年度 夏季賞与、特別賞与の支給」について 

 

第 35回 評議員会 [2025年（令和7年）8月8日開催] 

議案第 5 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社理事の選任」について 

報告第 5 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 6 号 
「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2025年(令和7年)度第1四半期事業実績報告」に

ついて 

報告第 7 号 「宇治市出資法人自己評価報告書」について 

 

第 36回 評議員会 [2026年（令和8年）3月27日開催] 

報告第 8 号 「西小倉事業所ケアマネジメント係の廃止」について 

報告第 9 号 「福祉情報センター係の廃止」について 

報告第 10 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2026年(令和 8年)度事業計画書」について 

報告第 11 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2026年(令和 8年)度収支予算書」について 

報告第 12 号 「理事長等執務報告」について 

報告第 13 号 「定年年齢の延伸に伴う諸規則・規程の一部改正」について 

報告第 14 号 「一般財団法人宇治市福祉サービス公社中期経営戦略計画更新計画」について 

報告第 15 号 「2025年(令和 7年)度上半期事故・苦情・サンクスレポート」について 

報告第 16 号 
「令和 7 年度介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援事業を活用した処遇改善とこれに

伴う諸規則・規程の一部改正」について 

報告第 17 号 
「再雇用契約職員の現行の 65 歳定年年齢を 1 歳引き上げるための諸規則・規程の一部改

正」について 

報告第 18 号 「2025年(令和 7年)度第 3四半期事業進捗状況」について 

報告第 19 号 「2025年(令和 7年)度決算見込み」について 

報告第 20 号 「管理職の異動」について 
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Ⅲ 役員・評議員等名簿 

 

（１） 役員名簿 【2026年(令和8年) 3 月 31日現在】 

役 職 氏 名 備     考 

理 事 長 栢木  利和 有識者 

副理事長 笹部  和男 弁護士 

専務理事 田實  敬幸 前宇治市福祉サービス公社事務局長 

理 事 有賀やよい 医師 

理 事 五艘  雅孝 有識者 

理 事 星 川   修 宇治市健康長寿部部長 

理 事 小松美惠子 元小学校校長 

理 事 平田  研一 認知症予防ネット理事長 

理 事 原   保 彦 宇治市社会福祉協議会副会長 

理 事 阿 戸 能 貴 税理士 

監 事 池田  正彦 宇治東福祉会監事 

監 事 小林  幸大 京都銀行宇治支店長 

 

参 与 塚 原 理 俊 前理事長 

 

（２） 評議員名簿 【2026年(令和8年) 3 月 31日現在】 

役 職 氏 名 備     考 

評 議 員 岡野  英一 京都ボランティア協会理事 

評 議 員 井上  光彦 宇治市連合喜老会副会長 

評 議 員 神野  君夫 宇治久世医師会理事 

評 議 員 𠮷田美恵子 宇治市民生児童委員協議会理事 

評 議 員 堀江  信光 宇治市健康長寿部副部長 

評 議 員 小松  一子 元大学教員 

評 議 員 菊池ゆかり 山城福祉会宇治川福祉の園施設長 

 

(３) 第三者委員名簿 【2026(令和 8年) 3 月 31日現在】 

役 職 氏 名 備     考 

委 員 山花  啓伸  

委 員 高田智恵子  

※介護保険事業・障害者総合支援事業の利用者等に対しての第三者的な相談・苦情窓口 
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Ⅳ 事業実績 

 

 

 

 

公社独自事業 
 

 

＜定款第4条(1)＞  在宅保健福祉サービスの調査研究、知識の普及啓発、相談等 

に関する事業 

 

＜定款第4条(2)＞  自主的な在宅保健福祉サービスの提供に関する事業 

 

＜定款第4条(10)＞ 地域保健福祉に寄与する関係団体等に関する支援、助成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ひがしうじぽっぽフェスタ】               【西小倉地域福祉まつりのパレード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中宇治地域元気博のオープニング】 

 

【広野事業所 居場所づくりをすすめる会による健康麻雀】 
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公社会員の状況 

 

賛助会員 会員数 昨年度 備考 

法人会員 ２２ 25 1 口 10,000円 

個人会員 ７１ 67 1 口 1,000円 

 

情報誌の発行 

 

公社情報誌「ぽっぽ」（各 2,500 部発行）を公社会員や利用者、関係機関等に配布し、知識・情報の普及啓

発を行った。 

◆実績 

第 56号（2025年（令和7年）7月発行） 

第 57号（2026年（令和8年）1月発行） 

 

情報の収集と提供 

 

公社情報誌「ぽっぽ」、公社ホームページを活用して利用者・市民に向け、公社で実施する事業の情報、求人

情報の提供を行った。 

また、公社の広報活動に力を入れ、特にSNS（Instagram、Facebook、LINE公式アカウント等）を活用

した情報発信に注力した。 

 

 (各種 SNSのフォロアー数と投稿数) 

公式SNS フォロアー数 投稿数 昨年度投稿数 

Instagram 1,892 105 129 

Facebook 522 24 １３ 

LINE 161 3  

X（旧 Twitter） 227 19 4 

 

介護保険外訪問介護サービス（自主サービス） 通称「ほほえみサポート」 

 

介護保険法で対応できない家事支援等の利用者ニーズに対して、自主サービスとして実施した。 

＊通院介助、一時的な掃除・整理整頓、絵画教室等への外出介助、産後ケア終了後の家事支援等 

 

◆実績 

（ほほえみサポート） 

 令和 7年度 昨年度 

実人数 11 名（介護・障害・産後） 17 名（介護・障害・産後） 

派遣回数 119回 158回 

派遣時間 117時間 194時間30分 
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（院内介助） 

 

福祉人材研修事業 

 

ほほえみ介護塾 

 

介護人材の確保が喫緊の課題となっている状況において、ほほえみ介護塾は自社での養成事業として重要

な役割を持つ事業である。今年度は当初の予定期間での応募が最少催行人員に達せず、日程を変更して再度

応募したところ、定員20名に対して4名の応募であった。 

その内 1名が公社への入職に繋がった。 

◆実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在宅介護の要である公社のホームヘルパー】 

 

 

 

 

 ぽっぽひがしうじ ぽっぽ 計 昨年度 

実人数 1 名 2 名 3 名 8 名 

派遣回数 2回 9回 11 回 17回 

派遣時間 3時間 10分 18時間55分 22時間5分 32時間45分 

実施時期 １０月２７日～２月１８日 昨年度 

受講者数 4名 10 名 

修了者数 4名 10 名 

入職者数 1 名 1 名 
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Ⅳ 事業実績 

 

 

 

 

介護保険事業 
 

＜定款第4条(3)＞  居宅介護支援、介護予防支援に関する事業 

 

  ＜定款第4条(4)＞  訪問介護、訪問介護相当サービス、生活支援型 

訪問サービスに関する事業 

 

  ＜定款第4条(5)＞  通所介護、通所介護相当サービスに関する事業 

 

  ＜定款第4条(6)＞  介護予防・日常生活支援総合事業に関する事業 

 

 

 
【デイサービスの食事介助の場面】                   【デイサービスの送りの場面】 

 

 

【デイサービス機能訓練の場面】                    【マシーンを活用した機能訓練】 
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居宅介護支援事業 

 

要支援・要介護の方からの相談に応じて、利用者の希望や心身の状態等を考慮した、適切な在宅または施

設のサービスが利用できるよう、各種サービス事業者との連携を図り、介護及び介護予防サービス計画の作

成、サービス提供の確保を行った。 

 

◆実績 ※一人当り給付管理は、予防給付等（事業対象者・要支援 1･2）については 1/3件でカウント 

 西小倉 東宇治 広野 中宇治 計 昨年度 

介護支援専門員数 3.7名 3.8名 ３名 5名 15.5 名 18.2 名 

延給付管理件数 1,711 件 1,696件 1,20７件 2,399件 7,01３件 7,843件 

事業対象者 0 0 12 0 12 12 

要 支 援 １ 57 62 85 276 480 587 

要 支 援 ２ 126 166 70 248 610 707 

要 介 護 １ 714 762 484 １,０５６ 3,016 3,315 

要 介 護 ２ 425 424 3６９ ４０3 1,62１ 1,752 

要 介 護 ３ 183 166 8２ ２１3 64４ 818 

要 介 護 ４ 137 64 6２ 127 39０ 421 

要 介 護 ５ 69 52 43 ７6 240 231 

一人当り給付管理／月 35.8 件 33.9 件 30.４件 34.2 件 33.８件 31.9 件 

 

 

◆各事業所の特徴 

【西小倉】 

職員の退職により7月以降特定事業所加算Ⅱが取得できず、特定事業所加算Ⅲの算定となった。 

令和 8年 3月 31 日をもって、西小倉居宅介護支援事業所を廃止し、4月 1日より広野居宅介護支援事業

所と統合することとなった。 

 

【東宇治】 

職員の産休などにより職員体制が変わり、特定事業所加算ⅡからⅢとなった。 

 

【広 野】 

新人職員を含めて 3 名体制となり、1 月から 3 月までの期間、西小倉居宅介護支援事業所との統合に向け

ての引継ぎを行った。 

 

【中宇治】 

年度末での退職者があり、引継ぎの関係で一時的に新規受付を止めたことにより、サービス利用者が減少し

たが、その後、3月 1日付で後任の介護支援専門員が確保できた。 
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訪問介護事業（ホームヘルプサービス） 

 

要支援・要介護の方に対して、ホームヘルパーを派遣し、自立した日常生活を営むことができるよう、排泄・

食事・入浴等の身体介護や、掃除・調理等の生活援助を行った。 

◆実績 

 ぽっぽ   

ひがしうじ 
ぽっぽ 計 昨年度 

＊

介

護

給

付 

身 体 介 護 
延利用人数 517名 747名 1,264名 1,089名 

延派遣回数 5,270回 8,632回 13,902回 14,918回 

身 体・生 活 
延利用人数 322名 309名 631名 603名 

延派遣回数 2,506回 2,353回 4,859回 4,567回 

生 活 援 助 
延利用人数 447名 775名 1,222名 1,278名 

延派遣回数 2,431 回 4,145回 6,576回 7,458回 

＊

予

防

給

付 

予 防 介 護 Ⅰ 

（週 1回程度の訪問） 

延利用人数 513名 267名 780名 736名 

延派遣回数 2,041 回 942回 2,983回 2,860回 

予 防 介 護 Ⅱ 

（週 2回程度の訪問） 

延利用人数 66名 113名 179名 141名 

延派遣回数 535回 896回 1,431回 1,157回 

予 防 介 護 Ⅲ 

（週2回程度を超える訪問） 

延利用人数 7名 1 名 8 名 0 名 

延派遣回数 88回 1 回 89回 0 回 

総合

事業 

生活支援型訪問サービス 

（週１回程度の家事） 

延利用人数 15名 32名 47名 71名 

延派遣回数 56回 109回 165回 273回 

計 
延利用人数 1,887名 2,244名 4,131名 3,918名 

延派遣回数 12,927回 17,078回 30,005回 31,2３３回 

※介護給付は要介護 1～5の方、予防給付は要支援 1～2の方、総合事業は事業対象者・要支援の方を対象 

 

◆各事業所の特徴 

 

【ぽっぽ】 

令和 6 年度と比べると実利用人数は増えたが、延利用人数が下がり、運営的には客単価の伸び悩みが課題

であった。ヘルパーの高齢化により契約時間数の減少もあったが、2 名の入職があり、31 名（令和 8 年 3 月

31日現在）と 4名のサービス提供責任者で、現行体制を維持している。 

 

【ぽっぽひがしうじ】 

利用者数は入退院や施設入所により増減があるものの、数字そのものは比較的安定している。ヘルパーの新

規採用がなく、在籍するヘルパーも高齢になってきている。専門職として介護技術・知識の向上を図るとともに、

自己健康管理をしながらサービスの提供に当たりたい。 
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通所介護事業（デイサービス） 

 

要支援・要介護状態の方に対して、通所（送迎）による入浴、食事等の各種サービス、及びそれぞれのニーズ

に応じた介護、機能訓練等を提供し、利用者個々に満足してもらえるサービスの提供を行った。 

◆実績 

 西小倉 東宇治 広野 中宇治 
計 昨年度 

施設区分 通常型 認知症型 通常型 通常型 短時間型 

定 員 25名 10名 25名 23名 30名 113名 113名 

運営日数 361日 309日 309日 361日 309日   

延利用人員 7,526名 2,129名 5,680名 7,048名 7,034名 29,417 名 29,846 名 

事業対象者 0 0 0 0 ３７７ 377 392 

要 支 援 １ 147 0 57 91 3,573 3,868 3,073 

要 支 援 ２ 429 1 428 415 3,084 4,357 3,877 

要 介 護 １ 2,868 451 2,242 2,281  7,842 8,786 

要 介 護 ２ 2,474 560 2,204 2,022  7,260 7,725 

要 介 護 ３ 798 616 399 1,097  2,910 3,728 

要 介 護 ４ 637 327 245 750  1,959 1,613 

要 介 護 ５ 173 174 105 392  844 652 

１日平均人数 20.8 名 6.9 名 18.4 名 19.5 名 ２２．８名   

 

◆各事業所の特徴 

【西小倉】  

通常規模型の年間稼働率は 83.4％であった。前年度を上回るペースの新規を獲得できたが、それ以上のペ

ースで廃止者（入院や入所、逝去等の理由）があり、前年度よりも稼働率が下回った。また、認知症対応型の年

間稼働率は68.9％であった。 

今年度は20代のプロパー職員が2名入職し、プロパー職員6名中3名が20代と若返りの年となった。 

【東宇治】  

10 月から職員が 4 名体制となり、介護職員の確保もでき、積極的に新規受け入れを行った。しかし、新規受

け入れ18名に対して休止者が23名となり、特に8月末からは新型コロナウイルス感染症の集団感染もあり、

入院者、欠席が増え、結果的に年間稼働率も 73.5％に低迷した。 また、入れ替えを念頭に置いた特殊浴槽の

見学や、時間外の削減等にも努めた。 

【広野】  

年間平均稼働率84.9％、要介護３～５の割合が31.8％で、公社内でも中重度の利用者の割合が高く、職員

の平均年齢も高くなっている。職員の負担軽減を図るために特殊浴槽の導入に向けての検討を行った。 

また、魅力発信のため、独自でインスタグラムを開設し、2,700名のフォロアーを得て、内外にＰＲした。 

【中宇治】  

 年間の平均稼働率が75.9％となり、3月には稼働率も初めて80％を超え、定員に対する充足率も3月時

点で91.7％となった。年間の新規利用者43名に対して廃止者も年間40名あり、廃止者の平均年齢84.9

歳、平均利用日数も1年2カ月であった。利用者の高齢化が顕著である。 
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Ⅳ 事業実績 

 

 

 

 

障害者総合支援事業 
 

 

＜定款第4条(7)＞  障害者福祉サービスに関する事業 

 

＜定款第4条(8)＞  障害児福祉サービスに関する事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヘルパー全体会議の様子】                    【相談支援のひとこま】 
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居宅介護事業（ホームヘルプサービス） 

障害者総合支援法に基づき、対象の方に対してホームヘルパーを派遣し、可能な限りその有する能力に応

じた日常生活を営むことができるよう支援した。 

◆実績 

 東宇治 ぽっぽ 計 昨年度 

実利用者数 34名 41 名 75名 66名 

派遣回数 4,457回 5,539回 9,996回 12,163回 

派遣時間 4,298時間 4,610時間 8,908時間 10,784時間 15分 

 

移動支援 

障害者総合支援法に基づき、対象の方に対してホームヘルパーを派遣し、外出のための移動支援を行った。 

◆実績 

 東宇治 ぽっぽ 計 昨年度 

実利用者数 2名 3 名 5名 5 名 

派遣回数 147回 7 回 154回 202回 

派遣時間 98時間20分 9時間45分 108時間5分 120時間45分 

 

◆各事業所の特徴 

 

【ぽっぽ】  利用者の多様なニーズに応えるべく、障害特性を踏まえた対応ができるよう研修の機会をつくり、

個々のスキルアップの意識をもって業務に臨んだ。 

 

【東宇治】  利用者が望む生活の在り方や目標について、共感的態度を意識しながら地域での暮らしを支援で

きるように取り組んだ。 

 

 

障害者相談支援センター 

障害児・者、その家族が抱える悩みや困りごとについての相談をお受けし、一人ひとりが望む地域生活の

実現のために、専任で２名の相談支援専門員を配置してサービス等利用計画支援を行った。 

◆実績 

 サービス利用計画作成 昨年度 

総件数 894件 915件 

実人数 103名 103名 
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Ⅳ 事業実績 

 

 

 

 

宇治市からの受託事業 
 

 

＜定款第4条(9)＞  在宅保健福祉サービスに関する受託事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

                         【地域の総合相談窓口 地域包括支援センター】                                     
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訪問型事業 

 

１） 訪問指導事業（健康増進法に基づく事業） 

40 歳以上 65 歳未満の心身機能が低下している方を対象に、自宅に訪問し、運動指導や日常生活動作指

導を行う事業。 

 

◆実績     実施回数： 1 回 

 

２） 訪問型短期集中予防サービス 

短期集中予防サービスの訪問型のうち、主に運動面に係る支援について、地域包括支援センター等のケア

マネジャーが作成するプランに基づき、1対象者当たり3ヵ月間で最大6回の支援を行う。 

 

◆実績 

 件数 実利用者数 

通所型併用   77件      61 名 

訪問型  115件      21 名 

計  192件 82名 

 

通所型介護予防事業 

 

１） 健康倶楽部 

65 歳以上の市民を対象に、市政だよりで募集し抽選で決定した対象者に対して、運動器向上プログラム

を中心とした一般介護予防事業「健康倶楽部」を行った。 

 

◆スロートレーニング教室 実績 

 

 

 

 

 

 

 

◆パワリハトレーニング教室 実績 

 

 

 

 

 

 

 

会場 実施回数 実人数 延参加者数 
平均参加者数  

(小数点第2位を四捨五入) 

前期6会場 120回 116名 1,951 名 16.3 名 

後期 6会場 120回 108名 1,744名 14.5 名 

合計 240回 224名 3,695名 15.4 名 

会場 実施回数 実人数 延参加者数 
平均参加者数 

(小数点第2位を四捨五入) 

Ａ広野地福 80回 69名 1,168名 14.6 名 

Ｂ黄檗体育館 80回 45名 787名 9.8名 

Ｃ広野地福 80回 62名 1,067名 13.3 名 

計 240回 176名 3,022名 12.6 名 
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２） 通所型短期集中予防サービス 

短期間で集中的に心身機能の向上に取り組み、生活課題を改善し日常生活への定着を目標とするサービ

スとして、栄養・口腔ケアの内容を含む複合型のコースを 2 会場でそれぞれ週 1 回ずつ実施した。一人につ

き 10回を 1 クールとし、各会場年間40回の予定で開催した。 

 

◆通所型短期集中予防サービス 実績 

 

 

 

 

 

 

 

３） セルフパワリハ 

65 歳以上の利用希望者で、宇治市担当課で受け付け、登録された方が実施日に広野地域福祉センターへ

来所してトレーニングを行う事業であり、利用者の自己管理・自主トレーニングを基本とし、機器操作や運動

方法、安全管理等を専門職が指導した。 

 

◆実績 

 

 

 

 

 

４） 認知症予防教室 

65 歳以上で認知機能の活性化に関心のある方に対して、市内の介護予防拠点施設を中心に市内 8 会場

（4会場×2クール）で「あたまイキイキ教室」を開催した。 

 

◆実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場 実施回数 実人数 延参加者数 
平均参加者数 

(小数点第2位を四捨五入) 

東宇治地福 40回 33名 253名 6.3名 

広野地福 40回 29名 198名 5.0名 

計 80 回 62名 451名 5.6名 

会場 実施回数 
新規   

登録者数 
延参加者数 

平均参加者数 

(小数点第2位を四捨五入) 

広野地福 90回 19名 3,610名 40.1 名 

会場 実施回数 実人数 延参加者数 
平均参加者数   

 (小数点第2位を四捨五入) 

市内8会場 160回 144名 2,400名 15.0 名 
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5） 地域リハビリテーション活動支援事業（地域 deげんき講座）  

地域で介護予防に取り組むグループの活動や自主グループの立ち上げを支援する目的で、リハビリテーシ

ョン専門職等が地域の活動の場へ出向き、グループの要望に応じた講話や運動プログラムの体験を提供し、

介護予防の啓発や身近な地域での健康維持・増進に役立てていただく事業を行った。 

 

◆実績 

内訳 実績 

実団体数     46 団体 

実施回数      83 回 

延参加者数     1,068名 

 

６） 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業（フレイル予防教室） 

   宇治市民中心の地域団体へ、栄養・口腔・運動3つの出前講座を行う事業で、運動講座を担当した。市が派

遣を決定した介護予防に資する通いの場を運営する団体に、リハビリの専門職が出向き、体力測定や体操実

技指導などを実施した。 

 

◆実績     31 団体、延べ380名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理学療法士による専門的な指導が好評の介護予防教室】 
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地域包括支援センター運営事業 

 

市からの受託事業として、市内 3 ヵ所（西宇治、東宇治南、中宇治）を拠点に、地域包括支援センターの運営

事業を行った。 

 

１） 介護予防支援事業（事業対象者・要支援 1･2の方の給付管理） 

◆実績 

 

２） 総合相談・権利擁護・包括的支援事業 

◆実績 

相談対応の内容等 西宇治 東宇治南 中宇治 計 昨年度 

新規相談者数 619名 471名 481名 1,571名 1,695名 

（再掲）独居・高齢者世帯 343名 295名 310名 948名 982名 

（再掲）認知症・精神疾患 123名 112名 99名 334名 364名 

相談延べ人数 2,588名 1,350名 2,124名 6,062名 6,856名 

高齢者虐待に関すること(延べ) 175名 53名 60名 288名 240名 

ケ ア マ ネ 支 援(実人数) 14名 11 名 28名 53名 32名 

 

３） 小地域包括ケア会議開催 

◆開催状況一覧 

包括名 開催日 参加者数 テーマ 

西宇治 
10月 1日 15名 

介護保険サービスの利用に依存しない介護予防への取り組み

についての、選択肢の普及 

11月 17日 15名 孤立化している地域高齢者とのかかわり方について 

東宇治南 
6月4日 11 名 近隣スーパーの閉店に伴う課題について 

9月 12日 20名 半年間地域であつまれ元気の森を開催して 

中宇治 

6月30日 17名 地域で支えていくために、思いを一つに 

7月 17日 15名 地域で見守られ、安心して生活が送れるよう支援を考える 

11月 26日 16名 
地域の担い手と専門職が顔の見える関係となり連携体制をつ

くろう 

12月 12日 18名 移動手段について語り合おう 

 

 

 西宇治 東宇治南 中宇治 計 昨年度 

予防給付年間

給付管理件数 

直接 2,074件 2,534件 2,522件 7,130件 6,437件 

委託 1,633件 1,175件 1,305件 4,113件 3,787件 

計 3,707件 3,709件 3,827件 11,243件 10,224件 

新規件数 117件 110件 129件 356件 ３２５件 
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４） 脳活性化事業 

地域において認知症の正しい理解を広げ、自主的に介護予防に取り組んでいただくために、認知症について

の情報提供や、体操、レクリエーション等を行う教室を包括圏域ごとに実施した。 

 

「レッツにしうじ」（西宇治圏域） 

 会場 回数 参加人数 

前期 
西小倉地域福祉センター（火） 6 回 93名 

西小倉地域福祉センター（金） 6 回 80名 

後期 
西小倉地域福祉センター（火） 6 回 98名 

西小倉地域福祉センター（金） 6 回 73名 

計 24回 344名 

 

「あつまれ元気の森」（東宇治南圏域） 

 会場 回数 参加人数 

前期 五ケ庄東集会所 12回 190名 

後期 
東宇治地域福祉センター 6回 125名 

木幡公民館 6回 172名 

計 24回 487名 

 

「おいでやす脳活道場」（中宇治圏域） 

 会場 回数 参加人数 

前期 
宇治市福祉サービス公社中宇治事業所 6回 72名 

広野地域福祉センター 6回 65名 

後期 
宇治市福祉サービス公社中宇治事業所 6回 50名 

広野地域福祉センター 6回 116名 

計 24回 303名 

 

 

5） 初期認知症総合相談支援事業 

初期認知症の人とその家族に対し、認知症の特性に配慮して切れ目のない早期からの支援を行うために、

個々に応じた適切な医療、介護等との連携を図り、必要となる社会資源等を構築することを目的に実施した。 

 

① 認知症対応型カフェの企画・管理 

宇治市全域の「れもんカフェ」を 12回開催した。 

中宇治地域包括支援センターで管轄する 3 地域包括圏域のカフェを夫々 4 回で計 12 回、西宇治圏域で

12回の「れもんカフェ」を開催した。 
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◆全域れもんカフェ 計 12回 

開催月 開催場所 ミニ講演テーマ 参加者数 

4月 京都認知症総合センター 安心して地域で暮らしていくために 21名 

5 月 東宇治地域福祉センター 
見つめてみましょうあなたの心～認知症とともに歩ん

だ私が伝えられること～ 
20名 

6 月 宇治市総合福祉会館 認知症のお話～疾病観を変える～ 23名 

7 月 ヴィラ鳳凰地域交流センター 認知症とともに生きる～私たちが伝えられること～ 22名 

8 月 宇治市植物公園 夏休み SP 〇×クイズ！ 17名 

9 月 京都認知症総合センター 認知症とともに～認知症観を変える～ 18名 

10月 ハーモニーやまはた ハーモニーやまはたについて 17名 

11 月 ヴィラ鳳凰地域交流センター 楽しく 100歳、支え合って！94歳と 26歳のトーク 21 名 

12月 京都文教大学 
認知症とともに生きる「認知症にやさしいまち・うじ」

の実現にむけて 
27名 

12月 京都翔英高等学校 認知症とともに生きる 19名 

1 月 宇治市植物公園 知ってる？やさしいまち 12名 

２月 西宇治地域福祉センター 
「認知症にやさしいまち・うじの実現を目指して 

～世代を超えての取り組み～」 
34名 

計 251名 

※参加者数にスタッフ、講師、演者は含めない。 

※11 月開催のカフェは、京都文教大学とのコラボであり、参加者数は本人、家族のみ。 

 

◆圏域カフェ 計 24回 

※北宇治地域包括支援センターが管轄する、槇島、北宇治、南宇治圏域と東宇治北圏域は除く。 

 

② 認知症初期集中支援チーム事業の実施及び事例検討会の開催 

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、認知症の

人やその家族に早期から関わるための「認知症初期集中支援チーム」を配置し、早期診断・早期対応に向けた

支援体制を構築することを目的に実施した。 

中宇治チームは市内 3 圏域を対象として、圏域の包括等との連携により実施し、新規ケース 15 件、西宇

治圏域は新規ケース7件の計22件の訪問調査と、介護サービス導入や医療受診等必要な支援を行った。 

 

 

 

圏域名 開催場所 回数 参加者数 

西宇治圏域 西小倉地域福祉センター 12回 200名 

東宇治南圏域 ユニ宇治川マンション、らくカフェ、五ヶ庄集会所、宝善院 4回 64名 

南部・三室戸圏域 ビストロ de ナカガワ、宇治明星園、福角集会所、喫茶ファイブ 4回 32名 

中宇治圏域 宇治教会、総合福祉会館、白川集会所、広野地域福祉センター 4回 60名 

計   13 ヶ所 24回 356名 
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◆チーム員会議 

チーム員会議場所 会議開催 会議ケース 年度内終了 継続中 

洛南病院 24回 11 件 7 件 4 件 

宇治おうばく病院 12回 6件 5 件 1 件 

京都認知症総合センター 11 回 5 件 3 件 2 件 

計 47回 22件 15 件 7 件 

（予定未実施） (1 回) (5 件) (2 件) (3 件) 

 

◆担当圏域との調整会議（事例検討会） ＊京都府立洛南病院ケアネットの一部で年2回開催 

宇治市、地域包括支援センターと一緒に、初期集中支援チームのケースについて事例や傾向を共有し、意

見交換をした。また、残りの時間で、れもんカフェについても情報共有した。 

 

③ れもねいだー養成講座、れもねいだーステップアップ講座の開催 

国が進めるチームオレンジの宇治市版である「チームれもん」の立上げに向けて、新規のれもねいだーを養

成するための「れもねいだー養成講座」と、既にれもねいだーとして活動されているれもねいだーを対象とし

た「れもねいだーステップアップ講座」として開催した。 

 

◆【れもねいだー養成講座】 

会 場： うじ安心館3階ホール 

受講者数: 27名   新規れもねいだー登録者数: 12 名 

 

会 場： 北宇治地域包括支援センター 

受講者数： 20名   新規れもねいだー登録者数：17名 

 

◆【れもねいだー研修会】  

会 場： うじ安心館3階ホール 

受講者数： 31 名（現：13名・登録予定：18名） 

 

④ 認知症あんしんサポーター養成講座の開催及びキャラバン・メイト事務局運営 

   認知症の人と家族への応援者である認知症サポーターを育成するための養成講座の開催と、養成講座の

講師であるキャラバン・メイトの事務局として、キャラバン・メイトのボランティア加入手続き及び年 2 回の新

聞発行、年2回のフォローアップ研修を実施した。 

 

◆認知症あんしんサポーター養成講座 

開催回数：  19 回 

受講者数： ７３5名 

 

◆宇治市キャラバン・メイトフォローアップ研修 

開催日： 8月 29日、2月 3日 

会 場： うじ安心館 

参加者： 36名 
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⑤ 宇治市認知症家族支援プログラム及び鈴の音会の開催支援 

   認知症の人と家族の会・京都支部が行う家族支援プログラムや OB 会である鈴の音会の開催の支援を行

った。 

 

◆宇治市認知症家族支援プログラム 

 

会場： うじ安心館5階集団指導室、3階大会議室 

回数 開催日 内容・講師等 参加者 

１ 9月 12日 
内容： つくろうネットワーク 

講師： 認知症の人と家族の会 京都府支部  
10 名 

２  10 月 8日 
内容： 認知症の基本的な知識「学びましょう、認知症のこと」 

講師： 宇治おうばく病院 樋川 毅 医師 
12名 

３ 11 月 14日 
内容： サービスのいろいろ「上手に使おうサービス利用」 

講師： 南部・三室戸地域包括支援センター 
12名 

４ 12月 12 日 
内容： 介護の仕方と介護者の心「見つめてみましょう、あなたの心」 

講師： 認知症の人と家族の会 京都支部 
11 名 

５ 1 月 9日 
内容： 「認知症の人との関わり方」 

講師： グループホーム事業所職員 
9名 

６ 2月 13日 
内容： 医師との関わり方、薬について「医師と上手に付き合おう」 

講師： かどさか内科クリニック 門阪 庄三 医師 
9名 

 

◆鈴の音会 

 

 毎月第 4金曜日に年 12回(内 10回は交流会、2回は研修会)開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回数 開催日 内容 講師 受講者 

1 10 月 24日 
宇治市の認知症ケアパス「れもんパス」

を活用しよう！ 
認知症コーディネーター 11 名  

2 3 月 27日 転倒予防について 
宇治市福祉サービス公社 

作業療法士 小暮 日菜子 
6名 
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6） 認知症の人にやさしいまち・うじ推進事業 

認知症になっても住み慣れた地域で生活が継続できるよう、専任の認知症コーディネーター2 名（社会福

祉士）と補助職員 1 名(看護師)を配置し、市が掲げる「認知症の人にやさしいまち・うじ」の実現に向けて事

業を実施した。認知症の本人・家族の声をもとに、ボランティア（れもねいだー）や企業(れもねいど加盟企業・

団体)との共働により、事業に取り組んだ。 

 

① 第 11回認知症フォーラム in宇治の開催 

【テーマ】 「新しい認知症観とれもんカフェ」  

【開催日】 令和８年3月20日（祝） 11:00～16:00 

【会 場】  宇治市生涯学習センター 第１ホール・第 2ホール 

【参加者】 216名 

 

② 宇治市認知症アクションアライアンス〝れもねいど″推進協議会の開催 

 宇治市認知症アクションアライアンス〝れもねいど″の事務局として、当事者、関係団体代表者等で構成さ

れた推進協議会を年2回開催した。 

回数 開催日 会場 内容 

1 9 月 29日 
うじ安心館 

3階ホール 

今年度のれもねいど推進協議会について 

令和 6年度の事業報告 令和 7年度の活動方針について 他 

2 3 月 9日 
うじ安心館 

3階ホール 

・下半期の活動報告及び今年度のまとめ 

・令和 8年度宇治市初期認知症総合相談支援事業について 

・認知症フォーラムについて等 

 

③ すずなりれもんの会 

れもねいど加盟企業・団体、れもねいだー、認知症ご本人・ご家族、専門職の交流の場として年2回開催。 

回数 開催日 会場 参加者 内容 

1 6 月 23日 
うじ安心館 

3階ホール 

本人 5 名、家族 4 名、れもねいだー11

名、れもねいど加盟企業 11 名、スタッフ

6名、オブザーバー9名 

・れもねいどアクシ

ョン報告 

・グループワーク 

2 12 月 1日 
うじ安心館 

3階ホール 

本人4名、家族4名、れもねいだー9名、 

れもねいど加盟企業8名、スタッフ7名、 

オブザーバー5名 

・れもねいどアクシ

ョン報告 

・グループワーク 

 

④ 京都文教大学グループミーティング 

京都文教大学での当事者グループミーティングは、全 6 回開催された。また、12 月に開催された「ともい

きフェスティバル」では全域れもんカフェを認知症当事者、家族、学生の協力を得て大学内で開催した。 

 

⑤ れもねいだー交流会及びれもねいど通信の発行 

 

◆れもねいだー交流会 

   れもねいだーの交流と資質向上のため年2回開催し、計 25名の参加を得た。 



30 

 

◆れもねいど通信 

  「認知症の人にやさしいまち・うじ推進事業」を中心に宇治市の認知症事業について広報するため、隔月

で年5回通信を発行した。通信についてはホームページや Facebook、LINEなどで発信した。 

 

⑥ しごとれもん 

認知症当事者の方の就労を目的として、れもねいど加盟登録団体とともに取り組んだ。 

 

◆茶摘み 

宇治のシンボル的な取り組みとして今年で11年目の開催。認知症の本人11名、家族8名、れもねいだー

9 名、スタッフその他 50 名の計 78 名(延べ 167 名)が参加した。10 日間で 117.41 ㎏の摘み高であっ

た。 

 

◆万願寺とうがらし収穫 

9 年目の取り組みとして実施。認知症の本人 14 名、家族 8 名、れもねいだー14 名、スタッフその他 50

名の計 86 名が参加した。88.63ｋｇの万願寺とうがらしを収穫し、れもねいど加盟登録企業・団体へ販売し、

その一部を参加者に賃金として支払った。 

 

◆こかぶ収穫 

8年目の取り組みとして実施。認知症の本人14名、家族 10名、れもねいだー15名、スタッフその他28

名の計 67 名(延べ 114 名)が参加した。2 日間で計 903 個のこかぶを収穫し、れもねいど加盟登録企業

団体へ販売し、その一部を参加した認知症当事者に賃金として支払った。 

 

 

宇治市地域福祉センター指定管理事業 

指定管理者として、西小倉地域福祉センター、東宇治地域福祉センター、広野地域福祉センターの施設・設備

にかかる管理運営を行った。 

 

１） デイルーム等の利用状況 

◆実績 

 
西小倉 東宇治 広野 合計 

利用者数 
昨年度 

利用者数 利用者数 利用者数 

男性 1,269名 788名 299名 2,356名 1,813名 

女性 903名 1,565名 2,242名 4,710名 3,904名 

計 2,172名 2,353名 2,541 名 7,066名 5,717名 

※西小倉事業所のデイルームについては、毎週木曜日の午前中に、住民主体型通いサービスを実施中。    
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２） 施設の利用状況 

◆実績 

利用区分 

※（ ）は広野での呼称 

西小倉 東宇治 広野 

件数 利用者数 件数 利用者数 件数 利用者数 

ボランティアルーム 513件 7,480名     

地域交流室(会議室) 544件 12,042 名 567件 10,918名 458件 9,313名 

研修室 

(介護者教育室) 
544件 12,042 名 567件 10,918名 457件 9,416名 

料理教室 303件 5,452名 113件 2,721 名 24件 261名 

計 1,904件 37,016 名 1,247件 24,557 名 939件 18,990 名 

 

 

生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター業務） 

 

１） 宇治市全体に関わる業務（1層） 

生活支援サービス等の担い手となるボランティアの養成等に関する業務(第 1層) 

 

① 人生 100年時代を楽しく過ごすセミナー  定員： 50名 

宇治市を中心に元気に活躍されている高齢者の方に、ご自身の活動や、元気の源、生きがいについて語って

頂くことで、参加者が自信の経験や知識、時間を様々な活動に活かしていくことの動機付け（宇治源輝人講座

の受講促進）を図ることを目的に開催した。 

会 場： 宇治市生涯学習センター第2ホール  参加者： 42名 

日時 内容 

6月 17日 
対談講演 「つながりあって 支えあう」 

細井 恵美子 氏 × 川北 雄一郎（宇治市福祉サービス公社 事務局長） 

 

② 第 1期宇治源輝人講座（初級編） 定員： 20名 

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域住民の暮らしを支えるボランティアとしてや新たに

地域での活動に参加いただく担い手を養成することを目的に講座を開催した。 

また、宇治源輝人（うじげんきびと）講座受講修了後、健康長寿サポーターに登録された方を対象に、健康長

寿サポーターステップアップ講座を開催した。 

 

開催日 会場 登録者数／受講者数 

7月 15日 ・ 17 日 宇治市生涯学習センター（第２ホール） 2 名／7名 

7月 22日 ・ 24 日 小倉小学校２階（介護者教室） 3 名／7名 

3月 10日 ・ 12 日 宇治市生涯学習センター（第２ホール） 10 名／13名 

3月 16日 ・ 19 日 広野地域福祉センター デイルーム 3 名／5名 
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③ 第 1回宇治市健康長寿サポーターステップアップ講座（実践編） 

会 場： 宇治市生涯学習センター（第 2ホール）   参加者： 31 名 

開催日 内 容 

7月 29日 
○「耳のことについて」 

講師： 藤田 ひとみ氏  宇治市聴覚障害者生活支援センター「そら」 

 

④ 第2回宇治市健康長寿サポーターステップアップ講座（実践編） 

会 場： 西小倉地域福祉センター ・ 木幡地域福祉センター ・ 萬福寺 

開催日・参加者 内 容 

10月 1日 

参加者： 13 名 

○「薬のことについて～かかりつけ薬剤師はいますか？～」 

講師： 木村 直幸 氏（ウエルシア薬局 薬剤師） 

10 月 10 日 

参加者： 17 名 

○「国宝！萬福寺へ行こう‼」 

案内： 石﨑 利壽 氏（観光ボランティア） 

10 月 21 日 

参加者： 22名 

〇「薬膳～日々の健康を食から考えてみませんか？～」 

講師： 中田 香 氏（健康長寿サポーター） 

10 月 30日 

参加者： 8 名（一般 10名） 

〇「健康長寿とフレイル予防」 

  講師： 弘中 信正 氏（介護予防運動指導員） 

 

⑤ 住民主体型サポーター間の意見交流会 

サポーター間の交流や情報交換を目的に通いの場・生活支援等のメンバーで運営上の課題等の情報交換や

意見交換を実施した。 

 

◆通所型交流会 

・開催日時： 7 月 5日（土）10：00～13：00 

・会 場： 宇治市内民家 

・参加者： 15 名 

 

◆健康長寿サポーター全体交流会 

・開催日時： 9月 2日（火）14：００～16：００ 

・会 場： 三笑堂ショールーム、京都テルサ（昼食会場） 

・参加者： 26名 

 

⑥ 通いの場立ち上げ支援・運営支援 

既に活動を行っている通いの場に対して、定期訪問により、運営に必要な情報提供や、体力測定の実施等を

行った。また、これから通いの場の立上げを目指す団体等に対して、地域での必要な資源の発掘・調査・地域で

のお困り事などへの対応や、必要に応じて講師派遣などの調整を行った。 

 

◆通いの場運営支援（9団体） 

◆生活支援団体運営支援（1団体） 
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◆地域での活動支援（9団体） 

◆立ち上げを目指す団体等の支援 （4 団体） 

 

⑦ 令和 7年度 第 10回宇治市健康長寿フェス2026の開催 

「生きがいを持って、活躍できる地域へ～人生 100年時代を目指して～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 日常生活圏域への取り組み（2層） 

 

① 第2層協議体への支援 

担当する2圏域（中宇治圏域、西宇治圏域）の第2層協議体活動について、中宇治圏域3団体、西宇治圏域

7団体の活動に参加し、必要な支援を行った。 

 

② 資源開発に関する業務 

地域組織等への働きかけ・広報啓発として、町内会やサロン、自治会などの会議の場に出向き、支え合いの

大切さ、地域のつながりの大切さについて問いかけ、地域づくりの基盤づくりを行った。 

 

３） 会議等への出務 

 

① 生活支援体制整備事業事務局会議への出席 

宇治市における生活支援体制整備事業を推進していくため、宇治市、宇治市社会福祉協議会、宇治市福祉サ

ービス公社の三者が集まっての事務局会議の他、宇治市地域の支え合い仕組みづくり会議（年 2回）に出席。 

 

② 地域包括支援センター主催会議への出席 

 

③ 自立支援会議（中宇治・西宇治圏域）への出席 全 3回 

 

④ 小地域包括ケア推進会（中宇治圏域）への出席  全 2回 

開催日： 令和 8年2月21日（土）  会 場： 宇治市生涯学習センター  

参加者数： 400名（スタッフ・関係団体等含む） 

内 容 

【第 1ホール】 

・オープニングダンス（長生き音頭・マツケンサンバⅡ） 

・各団体紹介（5団体） 

・講演  山下 憲昭 氏（大谷大学名誉教授） 

  「超高齢社会の現実と宇治のこれから～おたがいさまの町づくりを今ふたたび～」 

・トークセッション（山下先生×宇治市生活支援コーディネーター） 

【第 2ホール】 各種体験コーナー 

【ロビー】 各団体展示パネル・健康長寿サポーター紹介・生活支援体制整備事業紹介 

【第 3ホール】 体験コーナー 
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４） 「はじめよう、セカンドライフ」 
 

退職後あるいは退職を控えセカンドライフの過ごし方を考えている人や新しく生涯学習やボランティア活動

を始めたいと考えている人、また 活動について悩んでいる人を対象として、培った知識や経験を活かし、これ

からの過ごし方についてのきっかけとなるよう、生涯学習や地域活動、ボランティア活動に関する情報や、参加

者同士の交流の場を提供するため、「はじめよう！セカンドライフ」を宇治市生涯学習センター、宇治ボランティ

ア活動センター、宇治市福祉サービス公社の三者で年２回企画・実施した。 

 

開催日 内容 講師 

6月 4日 
「捨ててこそ～身軽になったら自由にな

れる」 
石田 易司 氏（桃山学院大学名誉教授） 

6 月 18日 
「豊かな時間の過ごし方ヒント～体験者

のお話から～」 

渡辺 正枝 氏（からくりおもちゃと移動絵

本館WATANABE） 

11 月 4日 
 「元気の出るセカンドライフを一緒に考

えましょう」 

岡野 英一 氏（京都ボランティア協会事務

局長） 

11 月 18日 
 「豊かな時間の過ごし方ヒント～体験

者のお話から～」 
松倉 健三 氏（宇治市健康長寿サポーター） 

 

乳児子育て世帯訪問支援事業 

 

宇治市福祉こども部保健推進課の事業のうち、訪問による家事支援の事業を受託し、介護福祉士等資格を

有するサポーターを派遣した。 

◆実績 

内訳 令和7年度 昨年度 

実利用者数 42名 35名 

延べ利用回数 218回 147回 

延べ利用時間 357時間 251時間 

 

子育て世帯支援事業（訪問型） 

 

いわゆるヤングケアラーがいる世帯等に対して、介護福祉士等資格を有するサポーターを派遣し、家事支援

を行った。 

◆実績 

内訳 令和7年度 昨年度 

実利用者数 9名 15 名 

延べ利用回数 49回 81 回 

延べ利用時間 85時間 144時間25分 
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福祉人材研修事業 

 

 

 

開催日 会場 テーマ 講師 参加者 

6月 18日 

 

宇治市役所8階 

大会議室 

介護人財初任者研修 

 （法定研修準拠） 

岡本 匡弘 氏 

京都保育福祉専門学院副学院長 
20名 

7 月 17日 

 

宇治市生涯学習 

センター第2ホール 

研修効果向上研修 

「研修を通じて学び合う組織風土を

醸成する‼」 

古川 英宏 氏 

（社福）堺福祉会特別養護老人ホー

ム ハートピア堺 施設長 

17名 

8 月 19日 

 

宇治市生涯学習 

センター第2ホール 
権利擁護・成年後見制度研修 

藤村 明生 氏 

特定非営利活動法人山城権利擁護

ネットワーク 理事長 

46名 

9 月 17日 

 

宇治市生涯学習 

センター第 1ホール 

介護技術スキルUP研修 

「ポジショニングについて学ぼう！」 

神内 昭次 氏 

（社福）京都福祉サービス協会人材

マネジメント部 人事部担当部長 

21名 

10 月 17日 

 

宇治市生涯学習 

センター第2ホール 

身体拘束・虐待対応スキルUP

研修 

（法定研修準拠） 

今井 昭二 氏 

京都府障害者・高齢者権利擁護支

援センター 社会福祉士 

吉﨑 祐美子 氏 

宇治市健康長寿部長寿生きがい課

権利擁護担当職員 

43名 

11 月 18日 
宇治市役所8階 

大会議室 
対人援助スキルUP研修 

乾 美代子 氏 ・ 高畠 千紗 氏 

京都府山城北保健所保健課 感染

症・難病係 保健師 

35名 

12月 15日 
宇治市役所8階 

大会議室 

アセスメント力UP研修 

～多職種連携に基づくアセスメント

について学ぼう！～ 

井上 基 氏 

（医）三幸会 生活サポートセンター

部長  

33名 

1 月 16日 
うじ安心館 

 3 階ホール 

栄養改善と口腔機能向上に関

する研修 

宮崎 圭子 氏 

京都府栄養士会 常務理事 

矢田 直美 氏 

京都府歯科衛生士会 

24名 

2 月 26日 
宇治市生涯学習 

センター第2ホール 

介護現場における ICT・介護

DX基礎研修「生産性向上どうし

てる？～デジタルもアナログも～」 

鎌田 大啓 氏 

（株）TRAPE 代表取締役兼CEO 
24名 

3 月 17日 
宇治市役所8階 

大会議室 

いつもの事例検討とは一味違

う推論研修 

野村 裕美 氏 

同志社大学 社会学部社会福祉学

科 教授 

19名 



理事会議案第 2 号 

評議員会議案第 2 号 

 

「一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2025 年度（令和 7 年度）決算報告書」 

について 

 

 

一般財団法人宇治市福祉サービス公社 2025 年度（令和 7 年度）収支決算を次のとお

り報告する。 

 

 

 

 

 

  

 

一般財団法人宇治市福祉サービス公社 

理事長 栢 木 利 和 

 

 

 

 

令和 8 年 5 月 28 日 理事会 提出・可決 

令和 8 年 6 月 23 日 定時評議員会 提出・可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

2025年度（令和 7年度） 

 

決 算 報 告 書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日） 

 

 

一般財団法人 宇治市福祉サービス公社 


























